
 

 

 

T ポイントレディスゴルフトーナメント 

日程：3 月１６日〜3 月 1８日   会場：茨木国際ゴルフ倶楽部（大阪府） 

（3/16 は天候不良のため中止、翌 3/17 に１st Round 実施、３６ホールの短縮競技へ） 

前日から降り続いた雨だけでなく、瞬間最大風速 18m/s の強い風が吹いたこの日。4 度に渡る遅延の結果、

天候の回復が見込めず、競技は中止となった。いつスタートするか分からない。そんな状況では普通なら精神

的な疲労がかなり溜まるもの。だが、百戦錬磨のつわものは違った。「プロアマ戦のときからかなり風の影響

を受けるコースだということは分かっていました。朝起きたら天気が悪かったので、本を一冊持って来まし

た」。待機の間、ずっと本を読みながらリラックスして過ごしたというのだ。ちなみに心理学の本だという。

いろんなジャンルの本を読むようで、「以前読んだビジネス書に T ポイントカードの会社さんはすばらしいと

載っていました。私も T ポイントを貯めているんですよ。意外ですか？」とのこと。 

１st round： 

前日とは一転、快晴となったものの依然寒さが残った第一ラウンド。「体温を維持するのが大変でした」と話

しながらも 5 バーディ・1 ボギーの“67”で首位と 2 打差の 3 位タイにつけた。「難しいコースでボギーが

1 つだけというのは嬉しいですね。ピンチで上手くリカバリーができました」。特にポイントに挙げたのが 14

番パー3。グリーン左がすぐ OB というホールで果敢にピンを攻めたものの左のラフにこぼれた。そこからの

アプローチは「すごく上手く打てた」というものの思ったよりも転がってしまい、3m のパーパットを残し

た。だが、このしびれるパットを決めてパーをセーブ。「このパーパットが良かったので次のホールのバーデ

ィにつながりました。いや、あのパーのお陰で、そこから最後までノーボギーでいけたと思います」。ピンチ

で崩れず、今大会でも優勝圏内で最終日へ。全美貞、篠原まりあと最終組の一つ前から逆転優勝を狙う。 

Final round： 

クラブハウスに引き上げてきた実力者は思わず「まいった」とうなだれた。待てど暮らせどパターが入らな

い。この日一番難易度が高かった 1 番ホールで、5m のバーディパットを外したのを皮切りにカップに嫌わ

れ続けた。すると 6 番ホールで不運も重なってダブルボギー。「もう少し忍耐強くできればよかったのですが

…」と我慢しきれず。その後もバーディは 1 つで、反対にボギーを 2 つ叩いてトータル 1 アンダーの 10 位

タイで大会を終えた。「ここまで入らないとは…でも、今日もどかしかったのは私だけじゃないと思います。

私の組について応援してくれたファンのみなさまも同じでしょう。それを考えると心苦しいです」。自分の悔

しさを押し殺して、最後まで信じて見守ってくれたファンを気遣った来週はオープンウィークとして、次戦

は難コース・葛城ゴルフ倶楽部で行われるヤマハレディース。「来週はゆっくり休んで、練習もたくさんして

また頑張ります！」。得意の 4 日間大会で今日の分までバーディをたくさん獲ることをファンに誓った。 

 

順位 選手名 スコア (天候不良で中止） １R FR 

1 鈴木 愛 134 — 65 69 

2 全 美貞 135 — 68 67 

3 酒井 美紀 136 — 66 70 

4T 藤本 麻子 139 — 72 67 

4T ジョン ジェウン 139 — 72 67 

4T 森田 遥 139 — 69 70 

7T 福田 真未 140 — 70 70 

7T 権藤 可恋 140 — 75 65 
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10T 申 ジエ 141 — 67 ７４ 

 


